
画家・石山義秀　風景を描く
                         　  ―トークと実技
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講師：  石山 義秀（画家）     会場：下関市立美術館　講堂
定員・対象：20 人 ( 先着順 )・中学生以上
参加費：2,000 円（一人につき）
持ち物：風景の写真 1枚（描きたいモチーフが写ったもの）
                 スケッチブック 1冊（A4サイズ程度）

㊏
2024 年

各日 13：30 ～ 16：30
※同内容を２回実施。

13月 日
1月14日㊐

下関市立美術館開館 40 周年記念特別展
「アニメーション美術の創造者　新・山本二三展」関連催事

会　　期：2023 年 11 月 19 日（日）～ 2024 年 1月 21 日（日）
開館時間：9：30 ～ 17：00（入館は 16 ： 30 まで）

▶下関を活動の拠点としてきた画家・石山義秀氏の画業を振り返り、
　風景画の描き方を学びます。鉛筆デッサンにより風景画を描きます。

申込方法：要事前申込。1月 9日 ( 火 ) までにお電話
または右記二次元コードからお申し込みください。

下関市立美術館 752-0986  下関市長府黒門東町 1-1
☎ 083-245-4131

石山義秀略歴：1953 年熊本・天草生まれ。南フランスの国立エクス・アン・プロヴァンス美術学校を卒業、卒業試験
であるフランス造形表現国家上級試験でフランス全土で最高賞を受賞。8年間の留学を終え帰国後、自然と人間の尊厳
をテーマに、関門地域や九州の風景を描き続けている。2020 年紺綬褒章を受章。下関在住。


